
はけの森の蜂宿	 ~その１~	 

	 ハチの採集・観察場所として、「茅葺き
か や ぶ き

屋根」は重要なポイントです。既存坑営巣型の狩蜂や花

蜂、そしてその寄生蜂(特にセイボウ)が数多くいるからです。ただし観察するためには位置が高す

ぎます。そこで、篠
しの

竹やカヤを節が中心付近になるように短く切って、それを束ね、観察しやすい

位置にセットします。蜂がそこを巣にしてくれれば、茅葺き屋根のある所までわざわざ出かけなく

ても、様々な観察ができます。また竹は簡単に割って中を観察することができ、観察後ビニールテ

ープを巻いておけば巣は元通りです。さらに蜂宿の近くに適当な植物があれば(プランターで十分)、

ドロバチの狩りや、ハキリバチの葉の切断なども観察・撮影できます（ついでに害虫退治や花粉媒

介もしてくれます）。	 

※既存坑営巣型…自分で穴を掘るのではなく、甲虫の脱出口などの穴を利用して巣にする。	 

	 以前はネストトラップと呼んでいましたが、多摩動物公園で、「蜂宿」という言葉を見て以来、

私も「蜂宿」と呼ぶことにしています。「蜂宿」には思いの外、様々なハチがやってきます。	 

	 通常の蜂宿は篠竹を一節ごとに切断し、10~20 本ほどを束ねて、雨の当たらない軒下につるし

ます。「はけの森」には建物がないので，屋根付きの小さな建築物を建て、周囲をヨシズで被った

中に竹筒を収納してあります。これが素晴らしい結果を出しました。屋根の部分にニッポンギング

チバチとカガンボギングチバチ、そしてヨシズにヤスマツヒメアナバチが巣を作っているのです。

どれも珍しい蜂で、特にヤスマツヒメアナバチの営巣はここで始めて見ることが出来ました。	 

	 



Ⅰ．蜂宿に来る蜂の生活	 

	 

	 



Ⅱ．今までに「はけの森」で観察した種類	 

◎ナミヒメクモバチ	 Auplopus	 carbonarius	 

体長：6~11mm	 

◎オオフタオビドロバチ(本土亜種)	 Anterhynchium	 flavomarginatun	 micado	 

体長：16mm ほど	 

◎サイジョウハムシドロバチ	 Symmorphyus	 apiciornatus	 

体長：6~8mm	 

◎フタスジスズバチ	 Didcoelius	 japonicus	 

体長：15~19mm	 

◎ムナカタエンモンバチ	 Stigmus	 munakatai	 	 

体長：5~6mm	 

◎ヤスマツヒメアナバチ	 Nitela	 yasumatsui	 

体長：3~4mm	 

◎ナミジガバチモドキ	 Trypoxylon	 petiolatum	 	 

体長：12~17mm	 

◎オオジガバチモドキ	 Trypoxylon	 malaisei	 

体長：11~16mm	 

ニッポンギングチバチ	 Rhopalum	 nipponicum	 

体長：7~8mm	 

◎カガンボギングチバチ	 Crossocerus	 vagabundus	 yamatonicus	 

体長：7~12mm	 

◎バラハキリバチ	 Megachile	 nipponica	 

体長：11mm：葉を切断して楕円形・円形 2 種類の葉片でコップを作り、それを房室にする。	 

◎ヒメハキリバチ	 Megachile	 spissula	 

体長：9mm：葉を切断して、房室の壁を作る。	 

◎オオハキリバチ	 Chalicodoma	 sculpturalis	 

体長：22~25mm：葉ではなく、樹脂で房室を仕切る。	 

◎ハラアカハキリヤドリ	 Euaspis	 basalis	 

体長：15mm くらい：オオハキリバチの巣を改造して自分の巣にしてしまう労働寄生蜂。	 

◎シリアゲコバチ	 Leucospia	 japonica	 	 

体長：11mm	 ：既存坑営巣型のハナバチ類に寄生する。	 


